
自力避難困難者用避難救出資器材の開発について (第3報)

一一車椅子周避難器具の開発一一
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慨 要

-!!人制祉施設布や副院布の自力による避維が問姥住人遣を越雄させるたの.こ.n，:.，純没で!山川〈されてい

る，tH~ {f.:!J.I，何事会*ぜたJ:'t '烏iU巡嫌忌せる避灘松uを試作し。その性能'k献をliった.

1， 2 tìのパスケ γ トが IrOIJでつるべ式に交互に持除するもので， 屯源::S; 1 .t~ffJ してい伝し・.

2 非fl t.l.介担首でも 't;ì'Jに撚作で~ ，多数の被介護告を砲!lI!させる慢"としてイI助である。

[11 order to e¥'ilcuate凹叩lein care聞、ters.hospitals and I・kethat II'ho have dilficulties in 

escap川 gfrom fire by Ihcmselvl‘nr a sta ff， ¥¥'e made a prototype of a e¥'acuilting instrument which 

descended a pcrsotl帆 ho$at 011 a wheelchair from ¥1pst;lirs to the wuund .lIld carri回 OUIan ex肘 n

mcm to RCI its fundamental charactcristic見

The r，四Jltsare 

I T、、ob凶 kelSdescend and a託endaltcrnati町 l、likca ¥¥'cll br those 0¥¥'11 wc県ht， so therc is no 

need of clec.tric power 
2 lt is eas、forpowerl白!'iassislant to handlcr thc川 strumcntsand useful 10 cvacuate m創刊

eνacuees 

1 はじめに

同附析や身体開'，11行事の自力遊絡が同難な人を

収容する施説得で万ー火民が発生した織合，少数

の介自銀行で多数の人々を早〈滋鰍救出しなければ

ならないζ とが予想され，人命安全1.:， JT(大なが

態となるおそれがみる.これまでも当研究室にお

いて白力選鎌田'筆者を車線させる慢"として 背

負いまえ救出後符をお作閲覧し成果を得たところで

ゐるが 単に効準的に避錐させる慢材そ開発する

必噴出がある.そこで.本研究は社会悩枇施殻や仇

院専で日常使刈している車怜チを利問し，~Ií附子

にM隠せたまま被介;事情をベラ ンダから瓜篠 地上

に時~i[I.:ar:娘させる nl同 f l ll避雄都民{以下 r苫!n J

剤 耐3左京

(ゎ31

というJを且作し。その性能主融合行、‘却11機問

先の謀総白料とする ものである.

2 装置の帽要

人の祭った'1'間千を 2--Hむのペラ〆ダ専から

地」に陣下呂せるむので，支ll:lこ設けた:llA依存

を介してワイヤーロープ(作 5mmlに前り下げた

2台のパスケ y トが哨力により交刊に糾陣させる

ものである.
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写真・

3 装置の仕槽

仕機の主なものはどkのとおりである. (国 l参

照}

0) 滋置は支桂.調速器，バスケット等で構成

されている。(写~ 1) 

(2) 支銭は縦さん(IOOx1(0)の飲骨 2本に倹さ

ん等を取付。床及びベラングのみにアンカー

ボルトで囲定している. (写真 2) 

(3) 調速醤はパスケットを両方向交互に使間で

きるもので，プレ キ及びステンレスワイ

ヤ を装備し。 15<)同fの荷盤に耐えるもので

ある.

(4) パスケットの機造はベランダ側Eびその対

函にロック機縞付の鼻降周廊を股け.ペラン

ダ(JI(のS誌を開りたとき，対面側の腕は必ず閉

じている槍造である.(写真 3) 

(5) ベランダより車梅子の操り移り中にパス

ケ yトが降下し伝いように支怯にパスケッ

ト・ストッパーを録"ている. (写真 4) 

(6) パスケットが床面に綾地したとき.衝寧を

吸収するため.パスケットの下部(4ケ所)に

吸収装置を段けている. (写真引

()) ワイ ヤーロープは荷!Ii等で伸びが生ずるた

め支住のよ却に縄盤装置を級Wている.

(8) 2台のハスケット 112:1転のワイヤーロープ

で固定されている.本はプーリーのみを介

(65) 

してパスケットに固定され2台のバスケット

の盤量をパランスさせて支えている.また.

他の 1，艇は国連盟.プーリーを介してバス

ケットに固定され車椅子を敏せたときの重量

差分を支え，その重量差で緩降している.(図

2#鮒}

従って，調連盟には彼介護者プラス車術子

分の盤P置がかかる繍遣である.

4 璽輯項目

(J) 袈置のプレーキ ・レパ ，パスケッ ト・ス

トッパー尊の様作性の確I!!

(2) パスケットが降下しー地上に着地したと書

の安全性の砲毘

(3) 降下速度

川救出所要時間

5 実験費器材

川測定後器

ア 竃飽オ シログラフ

イ 動歪み計

ウ 加盟度宜倹器

エ ストップウオッチ

(2) 介護者.彼介護者

介 E舞 者 彼介鍾者(ダミー}

身畏(個}体温(kg) 性 別 身長("，，)体且(kg)

170 71 男 40 

)53 48 女 6s 

160 80 

100 

120 

(3) 車鱒子{大きさ1.0拍 x630x810聞?貧血】8

同)

6 実験方法第

川装置の操作性Eぴ安全性の砲認

介富者が彼介護者の乗った車椅子をバス

ケットに乗せ降ろしした時の機作性の雌易や

安全性について樽I!!する.

(2) 裳慣のプレーキーレバー.パスケット・ス

トッパ一等の棟作性の舷認



介誼者は彼介纏ti'をパスケァトに乗ぜ.地

上に降下さぜるまでの聞に袈置のプレーキ機

何時及びパスケット ストッバーを像作し.そ

の建易を雌耳する.

(31 ハスケットが降下し，地 kに積地したとき

の安全性の櫨耳

被介濯諸を乗せたパ^ケットが降トし.地

上に着地したときの衝窓加謹度を加速度変換

器>>.ぴ動護み計を介してどジグラ 7で記録す

る。

(41 降下速度

45.65.80.1帥 120同の彼介護育を一人づっ

取締子にm'tt ハスケット ストッパ V岬

から""1に粉地する患での時聞をストップウ

才 γチで貯測する.

(51 級小作動fIt織作jlll

ー方のパスケ γ 卜に徐々に併置を服せてゆ

き.降下し初めるときの貌峨向1mを確必ずる。

(61 所要時間

介聾者 2人のうち i人の介聾者はベッド

から彼介寓拘をだきかかえて率的子に乗せ装

置のと ころまで1Il;きする.バスケットに乗せ

た後パスケット ストッバの餅除を行い

その後.速やかに部総に毘り他の畿介草者の

槍送にあたる.

またーー階にいる他の介護者はパスケット

が床面に着地したと同時に後介護者の乗った

(_...._.._> 

喫 陪

上‘李u

事符子をパスケットから降ろし.選鑓絡所ま

で旬陸送する.従って。笛介E賞者が散人のとき

は。これを燥り返し行い.要した時閉会ストッ

プウ方ッチで針捌する.

(71 実験条件等

実Qに使用した護阻の実G条件"図 1に示

ヲ装置概要図及び困3の着陸嫁教幽経路圃によ

る.

7 実験結果且び考察

01 筏置のブレーキ レバー，パスケット ス

トγパ一等のS操作性の確Ia

プレーキ ・レバーを傑作する力は的 7kgで

あり，また，ハスケ γ ト ストッパ を解除

するカは的lJkgである.従って.通常の介置

者はもちろん。非力な介E賞者(身長， 153cm 

体盟43kg)でむ容易に取扱える。

しかし.バスケット ストッパーは支伎上

部ベラ yグ蘭上175<mの位慣に取付"である

ため.介2援者によっては操作しずらいことも

考えられる. (写実 5， 6) 

(21 バスケットが降下し.地上に積地したとき

の安全性の確Il!

パスケットが降下し 地上に積地したとき

受りる衝鯵加速度は裂 lに示すと必りであり

135kgの被介瞳~ (車情子の賃貸を含む}

圃|

，一-'陶 7可 寓 . ..e e，..， 

111字書目

図 3 逮震教出経路図

(師)



割辿 虚 血 負 荷 崎 剛

図4 衝司書加速度

写真5

写真6 写真?

表 1 各機介臨者と衝窓加速度

畿介E隻宥
後介E援者+

事情予 降下旬間
衡感加速度

(kg) (GI 
(kg) 

40 58 zr95 0.2 

65 83 12指 18 0.2 

80 98 1r50 1.4 

1凹 118 9似 60 1.9 

120 138 8"30 2.0 
写真8

(67) 



写真9

でも 2Gである.衡li'加速度が人体に及I~す

修得についての文融資料{人間環Jl!系，上

主主.人!制緩能ハンドプツク}凶4によると.

衝li'!JU溜度 2Gは白倣しない領域のかなり安

全側の値と なっており.体感でも ほと んど

ショックを鰭じられず着地時の安全性は罷め

られる.('J.J.A7. 8. 9) 

131 降下遮度

降下速度は衆2に示すとおりであり.緩降

織の彼術よの胤絡会定める省令 {昭和40年l

H128.自前省令第四作)で定める降下速度

(O.14m/sec-l.Sm/sec)の範囲内にある.

事提2 各非介園者とE間降下連度

被介(回2・)者 降(m下/s遮e<度} 備 場d長

'0 0.20 彼介2・告に事梅子の

65 0.36 m量を加算するもの

80 。.40 とする，

100 0.48 

120 o珂

(.1 級小作動際総荷量

バスケットを円滑に降下させるためには.

少佐〈と も'8""の由貿預荷艦が必要である.

(51 所婆時間帯

ベッドから遊.嶋所"で織送するのに要す

る所'臨時聞は袋3に示すと 必りであり.人

の被介謹者を栂返するのには ，'却"を要して

もBる.

(曲)

表3 彼介t筆者4長選隠させる所要時間

費.<< • • 子 • ヨ時
介a・a 1 AI 2 P 1" .f ，~ 

及。， ， 

*舟掴帽 t人』 • :1' ， -~ 

¥¥  
止を姐退

情幡町周， .， ずる.

ベ~ t'-車崎子 18 12 

車尚子、ベ，ンダ 19 73 

"":..-1'-パ .. 1 • • 1 

て， . 

，(;>. + ヲ ト『 書簡

.両面 1 7 .. 
合計(分 .， 1.10 4.30 

布団.副作背負い'>:111送具で搬送するのに

袈した所車問聞は(自力避姥囲鰍者m選殿救

出資題材の聞知について(第1. 2報1'消防

科学研究所枇平成元.2.l.jo， 26. 27号」に

よると.布団(階段降下)で3'46ヘ布団(ス

ロープ降下}で 4' 47~. 酷作W角い式般送具で

3'15N ~要し.事告置を使った繍追，.且作背負

い式繍滋具-"こ比べて迎い.しかし.袋4に

示すように40，65kgの畿介護布を布団.毛布

等に乗せ鰍送ずる引強力は政樹仔の引漫力に

比べると.布団1;1:9 m.毛布1>8倍と伝る.

従って.多数の僅介盟肴を鰭透するとき， ，値

梅子は布団，毛布等に比ぺて.非カな介E賞者
でも容易に鍛える.



褒 ， l!I介E重者とヲl張力

号1 護 カ ( kl f ) 

檀介周司E 0・ 考

0，) * 尚 子 布図 毛布

(lHI) (5. 5~ ，) (3kl) 

ト一一

" 2 3 20 1 ， 車備予

トー に甚舟

65 3. 3 3 1 27 温奮を

乗ゼ P

80 3 9 

" 35 f " )~ 

.tを 随

100 4 7 .. " 
還す畠 .

120 S. S 55 52 

8 結拍

川非力公介護有でむ容易に織作で曾多数の被

介草者舎遜費量させる機材として有効である.

(2) 時下速度は僚級箪盆によって拠信るが 所

(69) 

要時間及び安全性の点から妥当な・包囲である

伝S省銀際機の技術上の規格を定める省令の敏

値範圏内にある.

(3( パスケットで地上に省地したとき，身体へ

影"を与えるよう伝衝鯵加速度は臨められな

， '. 
(，) 今後.次の改良を進める必重要が'"る.

ア パスケットやバスケット ・ストッパーの

形状，大きさを倹討し笹縁化小型化する.

イ パスケット ストッパ-1左手ドカ伝介寝考

でもをさ易に検作できる位置に取り付ηる.

ウ "同より.更に少ない誼凪で.パスケッ

トが隣 Fできるように改良を加える必要が

ある.

エ 今回の裟出は2階から遭難できる旗尚子

周遊鰍a寝具として賦作したが.今後基

で2陪からも 3陪からも容易に垂直遭灘で

きる実用般を開発する.

オ バスケットの積り板は停さ ~ 'I、さ〈する

2手。乗り降りがスム ズになるようにする.

カ パスケットの按り仮はロ ックを更に筒厳

で献策なものにする。

キ 滋置は績が生じない材閏等で製作する。

ク 絞l11&¥Hi売のベランダ手すりの安全iむにつ

いて験射する.
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